








































〔まとめ〕 

以上異常児発生要因調査中における消化器奇形を取上げ,主として他調査との比較におい

てその頻度を論じた。その結果および本調査に関する反省点を箇条書きにすれば以下の通

りである。 

(1)食道閉鎖,腸閉鎖,横隔膜ヘルニアなどの出生当り頻度はおよそ 1/10,000 内外であり,

そのため正確な頻度を算定するには本調査の母数 15,000 は不足である｡ 

(2)先天性肥厚性幽門狭窄の頻度 1/2,450 は有意の数値であり,日本人の出生当り頻度とし

て永く引用するに足るものである｡ 

(3)本調査に関する反省点としては先天異常の医学的定義の不備,先天異常の基準普及の不

足,再調査の不足などが挙げられる。 


